
 

 

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの応用 

公開特許公報  ＷＯ２０１１－１０５６０９をシュミレーション 

結晶軸＜００１＞の方位が制御された体心立方（ＢＣＣ）構造の固溶体である金属材料および製造方法 

 

    

  

  

 

 

 

 

 

    ２０２２年０７月１６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 材料の物理特性を極点測定から ODF解析を行い、ＯＤＦの数値解析結果を請求項としているケースが 

   あります。 

   本資料では、シュミレーションから極点図を作成し、各種ＯＤＦ解析ソフトウエアで評価してみます。 

 

   請求項 

 方位分布関数φ断面＝０，断面Φ＝０線上の方位分布関数が１４以上 

 

  解説 

 方位分布関数φ2断面＝０，断面Φ＝０線上の方位分布関数が１４以上 

  ＜００１＞／／ＮＤ（φ２＝０，Φ＝０，φ１ ０－＞９０）θ－Ｆｉｂｅｒ上の 

結晶方位分布関数値が１４以上 

＜００１＞／／ＮＤの最小値を評価する 

  

シュミレーション 

 ＜００１＞－Ｆｉｂｅｒ ＦＷＨＭΦ＝１５，ＦＷＨＭφ２＝１５ ＶＦ６０％ 

 ｛００１｝＜１１０＞  ＦＷＨＭφ１＝４５，ＦＷＨＭΦ＝２０，ＦＷＨＭφ２＝２０ ＶＦ４０％ 

 から反射極点図を作成 

 

 

 

各種 ODFで解析を行い、ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし比較する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計算はＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアのＦｉｂｅｒ解析で行う 

  

  

 

  

 

 θ－Ｆｉｂｅｒが１４以上 

  θ－Ｆｉｂｅｒ上の値が全て１４以上 

   θ－Ｆｉｂｅｒの最小値の評価 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

<001>//NDの最小値は 17.107 >14 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

  

  

 

 

 

<001>//NDの最小値は 13.622 <14 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは 

  

  

  

 

<111>//NDの最小値は 15.189 >14 



ＭＴＥＸでは 

  

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 ＭＴＥＸ内、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで計算の場合、φ1＝９０データ欠落 

  

  

 

 

<111>//NDの最小値は 15.918 >14 



まとめ 

 シュミレーションは、ＬａｂｏＴｅｘでＭｏｄｅｌｌｉｎｇを行い、極点図をＥｘｐｏｒｔし 

 反射極点図｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝｝を作成し 

 各種ＯＤＦで解析を行った結果以下の値が得られた。 

  

 この値はシュミレーション結果であり、測定データではありません。 

  

  

 測定データの場合、主方位以外に多数の方位やｒａｎｄｏｍも存在する事もあり、 

シュミレーション結果とは異なります。Ｒｐ％などの測定データの信頼性評価が重要になります。 

 


